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サンフランシスコで安部公房の「箱男」の読書会が開催
2012年10月14日夜７時から

 Modern Lit Book Club主催
ht tp ://moder n l i tc lub.blogspot . jp/

2012/09/kobo-abe-box-man.html

安部公房の「箱男」（英訳名：The Box 

Man）の読書会がサンフランシスコで開か
れます。主催はModern Literature Book 

Clubです。場所は未定ですが、もしサンフ
ランシスコにいらっしゃるならばお問い合

わせ下さい。同クラブに照会します。
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関西安部公房オフ会
の９月の読書会は
「他人の顔」でし
た。次回は「燃えつ
きた地図」です。お問
い合わせは：

hirokd267@gmail.com

創刊号
あなたへ:

迷う事のない迷路を通って

あなただけの番地に届きます電話042-ABE-KOBO F A X042-KOBO-ABE

http://abekobosplace.blogspot.jp

草むらで写真を撮る

安部公房。いつ頃の

写真だろうか？

月
刊

もぐら通信を自由にあなたの友達に配付して下さい
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　　　　　安部公房と愛
　
　安部公房はそのシュールな作風
で強い印象を読者に与え、一方作
品世界の構成や表現には完全なほ
どの論理性を備えていることは、
読者の多くが認めるところであり
ます。先の京都での『他人の顔』
読書会でもtakrankeさんや私が言
及したところであり、また『砂の
女』も阿刀田高氏が絶賛されてい
たようにそんな作品と言えるで
しょう。

ところで、安部公房全集にはそれ
に異を呈するような記事があった
のです。それは全集24巻の贋月報
で安部公房スタジオ創立メンバー
であった佐藤正文氏が次のように
書いておられたところです。（以
下一部要約引用）

　（稽古場で）なにかどうしても
解決できないことがあって、どう
したらこれ解決できるだろう
か、ってときに、（公房が）なん
だと思うとしつこくみんなに聞い
て（みんなが）わかんない（って
ときに）愛なんだよって。

　最後には愛しかないんだよって
いうふうに言うと、既成のある小
説家の名前を挙げて、それと一緒
にされるからけっして言わないけ
どねって。

佐藤氏も理詰めでなく愛と言われ
たことにびっくりしたそうです
が、これを読んで私は、自分が安
部公房に惹かれる要因のひとつが
ここにあるのでは、と思いまし

た。それまで私は安部公房のエッ
セイなどから、彼の思想的な遍歴
の真摯な姿勢に彼の誠実さを感
じ、それが私の思索に重なるとこ
ろもあったの
で安部公房
のファンと
なったので
すが、その
誠実さ、真
摯さの底に
は彼の愛が
あるのでは
ないかと思
い至ったの
です。

そのような目で改めて見直すと、
確かに安部公房は「愛」について
深い考察をしている、そしてそれ
を読者に提示している、はずだと
思うようになりました。ここでこ
れまでの「論理の作家」から「愛
の作家」への評価替えを要請され
ているのです。

「弱者への愛にはいつだって殺意がこめ
られている」か

安部公房の愛について考えた時、
まずこの言葉に惹かれます。ここ
には確かに安部公房の愛について
の深い思索があり、それは読者で
ある私たちに突きつけられた彼の
愛でもあったのです。これについ
ての私の考察を　ブログAbe	 
Kobo's	 place（安部公房の広場）
において記しておきました。
〈「弱者への愛にはいつだって殺
意がこめられている」か〉〈「弱
者への愛」ー安部公房の愛の思
想〉〈弱者とは何かー安部公房の

安部公房の愛の思想—序論

Rhoncus tempor placerat.

HIROSHI OKADA
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愛の思想〉の三つの文です。　http://
abekobosplace.blogspot.jp/2012/09/
blog-post_6177.html

そこでは安部公房のいくつかの言葉を読
み取ることにより、彼が私たちの「弱者
＝保護されるべき、弱いひと」という認
識に鋭い問いかけをなし、「弱者」を包
摂する社会への逆進化こそ人類進化の必
須の法則であり、さらには「弱者こそ社
会発展の原動力である」とするとてもラ
ディカルな思想の高みが提示されていた
のです。彼の読者への愛は確かに私たち
に投げかけられていたのです。

そしてさらに安部公房の愛についての探
索をしてみたのですが、彼の中期、後期
のエッセイなどには直接には「愛」につ
いての言葉は見あたりません。それは意
識的に「愛」という言葉を避けているよ
うにさえ思われるほどです。「消しゴム
で書く」という安部公房は自分の私生活
の痕跡や表現の余剰を消しゴムで注意深
く消したのと同様に、「愛」という言葉
をもその通俗さのゆえに消してしまった
のでしょうか。

　　「誠に愛を」と『デンドロカカリヤ』

ところで、初期の作品には叙情的な印象
のものが多く、私はこれらがとても気に
入っているのですが、ここに安部公房の
愛を読み取ることは可能だと思います。
（ここで作品の底流にあるはずの叙情や
愛は、このあと安部公房の諸作品の中で
どうなっていったのか、消えてしまった
のかそれとも底流に依然としてあったの
か、これは先の読書会で私が呈した疑問
です）

そして初期には「誠に愛を」という直接
に愛を思索した詩がありました。
1944/10　全集第１巻より引用

　　　　「誠に愛を」

　誠に愛を知る者のみが

　誠の孤独を知る者ではないだらうか

　世界は己の一環に依り閉されたもの　　
　であり

　己は又夜によつて掻き消されるもの
　である故に

　誠に孤独を知る者のみが

　誠の愛を知る者ではないだらうか　

　　　　　《後略》

「愛」と「孤独」、とさらに「世界」と
「夜」の弁証法的なつながりに、いろい
ろな思索をかき立てられます。

愛の形と中身はさまざまである。叱咤激
励する愛、包み込む愛、寄り添うだけの
愛、見守る愛、さらに己の生の存在を世
界となし、その世界内の存在にまなざし
を向け語りかける愛・・・　（その世界
は認識の上での世界でしかない・・・）
だがその愛は絶対的に不可能である。そ
の深淵、その絶望、孤独・・・
それにもかかわらず語りかけずにはいら
れない己の存在。

私には安部公房の愛はそこから始まるよ
うに思われるのです。

『デンドロカカリヤ』では

　ああ、コモン君、君が間違っていたん
だよ。あの発作が君だけの病気でなかっ
たばかりか、一つの世界といってよいほ
ど、すべての人の病気であることを、君
は知らなかったんだ！　　
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コモン君へのこの語りかけは、私たちに
向けられた安部公房の言葉であり、それ
は私たちへの愛の言葉であると言えるで
しょう。そのように深く痛切に響いてき
ます。

　　安部公房の愛の思想のとらえ方

このようにして安部公房の愛の思想を考
える時、現在私は三つのレベルでとらえ
たいと思っています。（→以下はアレン
さんw1allenが補足してくださったもので
す。深謝。）

Ａ．安部公房の少・青年期以来の「愛」
の思考を跡づけ「愛の思想」への高まり
をとらえたい。→人間としての安部公房
が、どのように「愛」の問題に取り組ん
だか？

Ｂ．各作品を、安部公房の愛の思想を
バックボーンとしたものととらえ、見直
してみたい。→各作品に登場する「愛」
についての問題をどう解釈すべきか？

Ｃ．安部公房の「読者への愛」を明瞭化
しておきたい。→作者としての安部公房
が、読者への愛をどのように残したか？

こうして「安部公房の愛の思想」の跡付
けはスタート地点に立ったばかりです
が、皆さまのご批判やご意見を伺いたい
と思っています。

今回の「序論」はここまでにさせていた
だきます。お読みいただきありがとうご
ざいました。

［HIROSHI	 OKADA］

＊佐藤氏の贋月報の文には、三浦雅士氏
が全集第３０巻の贋月報の最後に触れて
おられるほか、清末浩平氏も強く印象に
残されていたことを伝えていただいてい
ます。

＊この文全体にわたって、アレンさん、
清末浩平氏、Yahoo！掲示板「安部公房」
においてコメント下さった方々のご協力
をいただきました。篤くお礼申し上げま
す。
 Yahoo！掲示板「安部公房」　	 http://
messages.yahoo.co.jp/
bbs?.mm=GN&action=m&board=1000004&tid
=0bit8xkbc&sid=1000004&mid=1&first=1
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	 私が初めて安部公房の名を目にした
のは、彼の死亡記事だったと思う。夕
刊の一面に出ていたので大作家が死亡
したのだなと思ったが、それ以上の思
いは格別なかった。彼の作品を読み始
めたのは、それから三年ほど経ち、既
に大学生になっていた時だった。暇つ
ぶしに、「新潮文庫の１００冊」の中
の１冊に選ばれている『砂の女』を手
にしたというそれだけだった。そこか
ら始まって、安部の作品世界の探訪と
いう「終わりなき道」を歩くはめにな
るとはその当時夢にも思わなかった。

　『砂の女』を読んで、まず驚かされ
るのは、砂や昆虫についての非常に精
緻な記述である。砂の粒径についての
文献引用や砂の問題が結局流体力学に
属するものであるらしいという私見を
入れるあたりは、まるで科学書である
かのような冷静で正確な記述である。
それでいて、最初は頑なに抵抗してい
た村人の論理を受け入れてしまうとい
う主人公の内面心理の変容を細部にわ
たり生々しく描いている。主観と客観
の絶妙なバランスや世界観の逆転な
ど、あらゆる意味で安部の小説は画期
的な文学の新製品と言える。

　安部の作品は難解であるとよく言わ
れるが、私は彼の作品が面白くて仕方
がない。恐らくその当時、彼ほど読者
を楽しませようと小説構成を考えてた
作家はいなかったのではないだろう
か？独特の比喩表現、漫才のような会
話、そして多くの作品で見られた手記
形式にこめられた切迫感などによっ
て、読者を引き込ませる巧みなストー
リー展開には、小説を面白くするため
にはどんな手法も辞さないという貪欲
さを感じる。しかし、それと同時に
笑って済ませられない重大な問題も含
まれている。例えば、「自由とはいっ

たい何なのか？」ということについて
も困惑させられてしまう。束縛されな
い自由から束縛される自由を選んだ仁
木順平を非難するには、一体どんな言
葉が必要なの
だろうか？
彼の作品に
は、殺人や
詐欺といっ
た常識では
犯罪になる
ことがよく
出てくる
が、それら
を単純に非
難するのに
はためらわ
ざるを得な
い。饒舌な加害者の方に負けてしまい
そうである。では、寡黙な被害者は一
体どこへ行けばいいのだろうか？い
や、どこかで加害者と被害者という区
分自体が意味を無くしてしまったのだ
ろう。

　安部は、極めて論理的に常識を破壊
していった。それは、私を固定観念の
呪縛から解放してくれたが、同時に飛
翔と墜落とが背中合わせの極めて危険
な自由を与えられたことも忘れてはい
けない。頁をめくるごとに、物語の創
造と破壊を目の当たりにするのは面白
くもあり恐ろしくもある。しかし、も
はや読者という目撃者になった以上、
その役を降板することもできないらし
い。私は、彼の作品を読み続けなけれ
ばならなくなり、今に至っている。極
めて巧妙な仕掛けだなと、回転車を回
し続けるアムダでならぬハムスターは
思うわけである。

［w1allen,	 安部公房解読工房］

私の中の安部公房
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 
w1allen,	 安部公房解読工房
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１

普通ひとは、咲いた花しかみない。咲い
た花をみて愛で、嘆賞するものです。

しかし、安部公房というひと、あるいは
その読者、もっと云えばそその愛読者で
あるひとは、花などよりも、その花の生
まれる土壌とその土の中にある根っこが
どうなっているのかということの方に興
味のある人間なのだと思います。

種を土の中に播（ま）き、播いた種がど
のように発芽するのか、そうして発芽し
て、それが地上を目指して伸びて行くの
か、そのことに興味がある。その瞬間と
その場所だけに興味津々たるものがあ
る。

これは、まあ、人間がもぐらになってよ
うなものです。あるいは、もぐら人間で
す。

安部公房の亡くなった後、遺稿のひとつ
に「もぐら日記」と題された日記があり
ますが、日記をそう命名した安部公房の
心中は、上のようなものではなかったか
と想像します。

土の中に穴を掘って、その穴の中で生活
する。

このような人間の、日本語の世界での割
合と遠い先達は、吉田兼好だと、わたし
は思っています。

花は盛りを、月は隈（くま）なきものを
見るものかは

富士山や桜の花の嫌いだった安部公房の
言葉と発想に実によく似ているではあり
ませんか。

２

更に、しかしまた、もう少し、安部公房
の感覚に忠実に考えてみましょう。

安部公房全集第１巻に「<僕は今こう
やって>」と題した、見開き２ページの
文章があります。これは、安部公房１９
歳のときの作品です。

そこにこう書いてあります。

「僕はマルテこそ一つの方向だと思って
いる。マルテが生とどんな関係を持つか
等と云う事はもう殆ど問題ではないの
だ。マルテの手記は外面から内面の為の
窪みをえぐり取ろうとする努力の手記な
のだ。マルテは形を持たない全体だ。マ
ルテは誰と対立する事も無いだろう。」

この「外面から内面の為の窪みをえぐり
取ろうとする努力」とは、なにかこう、
いかにも土を掘るような感じを与えま
す。

この「外面から内面の為の窪みをえぐり
取ろうとする努力」のことを、後年、安
部公房は「消しゴムで書く」と言ってい
ます。

（この「えぐり取」るという感覚は、造
形的な感覚です。わたしはここに、リル
ケの深い理解をみるものです。リルケの
詩もまた、時間を捨象した、即ち変化し
ない、空間の、造形的な世界だからで
す。）

もぐらのように外面をえぐり取るという
ことはどういうことかといいますと、目
の前にある物事を形象、イメージに転化
して、そのイメージを言葉で表すという

もぐら感覚
タクランケ
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こと、作家のこの仕事のことを言ってい
ます。

これが、安部公房のいう「詩以前の事」
（「第一の手紙～第四の手紙」）を語る
ことなのであり、その形式が、手記とい
う形式なのです。（安部公房にとっての
詩と小説の関係について：http://
sanbunraku.blogspot.jp/2012/08/blog-
post_28.html）

従い、譬喩（ひゆ）でいうならば、安部
公房の書いた手記形式の小説とは、み
な、語り手のもぐらの手記なのです。

遺稿の中に「もぐら日記」という日記が
あって、その日記にもぐらを冠した安部
公房の感覚は、こう考えて来ると、よく
わかります。

わたしも多分、もぐらの中の一匹なので
しょう。

いや、こうして安部公房の愛読者であ
る、あなたもまた。

３

安部公房全集第２８巻に「クレオールの
魂」というエッセイが収録されていま
す。

これは、題名の通りにクレオールという
言語形態を論じた論考です。これは、安
部公房の言語論です。

このエッセイの最後に、次のような文章
があります。文脈がわかるように、少し
長いのですが、引用します。一番最後の
段落です。政治、即ち言語による人間の
組織化と儀式、そして伝統と、それらと
言語の関係を論じてから、次のように言
葉を終えています。

「だからと言って絶望するのはまだ早
い。バイオ•プログラムとして言語を約
束された人間、伝統に刃向かうことを生

得的に運命づけられた人間が、こんな儀
式過剰の世界に甘んじていられるわけが
ないだろう。外では最大規模にまで肥大
した国家群が辺境の隅々にまで監視の目
を光らせ、異端の侵入を拒みつづけるつ
もりなら、伝統拒否者は足元の地面に穴
を掘りはじめるだけの話である。たとえ
ばカフカやベケットのような先例もあ
る。伝統からはかぎりなく遠い、クレ
オールの魂を思わせる中性的な文体で地
面を掘
りすす
んだ作
家たち
だ。だ
からこ
れから
は書物
の時代
なのか
もしれ
ない。
内なる
辺境への探索には、なんと言っても書物
がいちばんだろう。
　人間の脳は欲が深いのだ。	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 　　　　

　　　　　　　　　［1987.2.24］」

また、同じ歳の６月３日に書かれた
チャールスという人物に書かれた書簡の
言葉を。このチャールスという男性が、
安部公房をアメリカに来るように招待し
たことが、その前後の文面から察せられ
ます。その、やはり、一番最後の段落を
以下に引用します。安部公房が超能力少
年（スプーン曲げの少年）の話を構想し
ていたときの手紙です。

こうしてみると、何故か「もぐら」とい
う言葉、もぐらの譬喩（ひゆ）は、いつ
も一番最後に出て来ます。それが、安部
公房にとってのもぐらなのでしょう。

「来春ぼくのモグラがアメリカで這い出
すまでには、超能力少年との勝負にも決
着をつけてしまいたいものです。」

Rainer Maria Rilke
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これらの引用を読むと、安部公房
が、もぐらというイメージをどう考
えて、それが何だと思っていたか
は、明らかです。

このもぐら通信の読者であるあなた
も、周辺飛行をし、辺境を目指して
歩き、社会から拒絶されたときに
は、ニュートラルな状態と位置に自
分自身を置いて、自分の足下に深い
穴を掘り、沈思黙考する、書物を読
み、深く物事を考える、そのような
人間なのです。

そうして、このもぐらは、国を問わ
ずに、国境を超えて、地球の至る所
に出現することができる。孤独です
が、自由であるというイメージ。欠
乏はあるかも知れないが、誠に自由
である。

チャールス宛の書簡の言葉の使い方
をみると、次のことがわかります。

１。安部公房の中に一匹のもぐらが
　　棲んでいる。
２。自分自身をもぐらに比してい
　　る。

この１と２は、多分安部公房の意識
の中では、渾然一体となっていたこ
とでしょう。

こうなってくると、もぐらの感覚と
いうよりは、もぐら感覚といった方
がよいと思います。この一文を「も
ぐら感覚」と題した所以（ゆえん）
です。

あなたも、あなた自身であるもぐら
感覚を思い出してみては、いかがで
しょうか。
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　今回から連載で、１８歳から２０歳ま
での安部公房の散文を読んで、一体安部
公房が何をどのように考えていたのか、
何が苦しみであり、悲しみであったの
か、何が関心と興味の中心であったの
か、そのことを「問題下降に依る肯定の
批判ー是こそは大いなる蟻の巣を輝らす
光である―」（１８歳）、「僕は今こう
やって」（１９歳）と「詩と詩人（意識
と無意識）」（２０歳）という三つの文
章を読むことによって考えたいと思いま
す。

連載をお読み戴くうちに段々をお解りに
なると思いますが、この三つの作品は、
後年の安部公房の小説の展開を理解する
上では、非常に重要な作品です。

一言で言いますと、最晩年に至るまでの
安部公房の発想と感性の種子が既にし
て、十分過ぎる位に胚胎しているので
す。十分過ぎる位にとは、安部公房の世
界の構造を備えているということ、それ
が別の言葉、別の語彙で語られているだ
けということです。

まづ今回は、「問題下降に依る肯定の批
判」を見てみたいと思います。以下、１
０代の安部公房の思考に寄り添って、そ
の安部公房と一緒に物事を考えることを
経験することにします。

１９４２年12月に、１８歳の安部公房
は、「問題下降に依る肯定の批判ー是こ
そは大いなる蟻の巣を輝らす光である
―」というエッセイを書いている。全集
で5ページと少しの分量。

このエッセイは、一言でいうと、人間と
しての個人の判断の根拠を問うものだ。

その問いを問題といっている。問題下降
とは、その解答を現実の今ここに見つけ
る努力のことをいっている。当時の友人
のひとり、中埜肇宛ての１９４３年10月
26日付の書簡では、「概念より生への没
落」と表現している。この友人宛てのそ
の他の書簡も読むと、この成城高等学校
時代に読んだのは、ニーチェとリルケ
（その形象詩集）である。Untergang（没
落）とドイツ語を使っている手紙もあ
る。いづれにせよ、この没落はツァラ
ツゥストラの没落に比されている。

さて、冒頭の題の意味は、このような問
題下降により、この私のこのように今あ
る現実を肯定することで時代と社会を批
判するという事をいっている。批判する
ためには、「動かなくてはならない。そ
して動かさなくてはならない。手を、指
を、そして目と鼻を。」といっている。
このような行為を、安部公房は、座標な
き判断と呼んでいる。これを真の反省と
いい、自覚的な努力といい、「自覚の最
初の自覚的発生」といい、「基底となる
可きもの―例えば人間存在ーに迄立ち戻
る」ことと言っている。この座標なき判
断は、当の個人が行う「総ての判断は指
で触れ，目で見た上で為されねばなら」
ない。そうして「其処に始めて最も小さ
な最初の肯定が生れる」といい、　この
ような肯定を「否定的問題下降の絶対的
肯定」と、18歳の安部公房は、呼んでい
る。これが冒頭の題の前半、主題部分の
意味である。

また、座標なき判断は、宇宙のすべてを
知る事ができない天文学に喩えて、この
批判の方法は、同時に「全体的な学の形
式を取る事が要求される」といってい
る。後年は，あるイメージの周りに、そ
れまでのあれこれの断片が結晶するのだ

１８歳、１９歳、２０歳の安部公房
贋岩田英哉

１８歳の安部公房

mailto:eiya.iwata@gmail.com
mailto:eiya.iwata@gmail.com
http://www.abekobosplace.blogspot.jp
http://www.abekobosplace.blogspot.jp


もぐら通信!  ページ10

安部公房の広場 |  eiya.iwata@gmail.com  |  www.abekobosplace.blogspot.jp

といっていることと同じことが言われて
いる。ひとことでいえば、この批判の方
法とそれによって生れる作品は、体系的
でなければならないということ、構造的
でなければならないということである。

さて、その批判の対象となるものは何か
というと、その対象となるものについて
いっているのが、題の後半、副題部分の
「大いなる蟻の巣」である。人間のつ
くっている社会の全体を蟻の巣に擬して
いる。大いなるとは、文中では偉大なる
と言い替えられていて、この形容詞は勿
論Ironie,	 アイロニーである。安部公房
のHumor、ユーモアを感じる。人間は偉大
なる蟻であり、その構成する社会は、偉
大なる蟻の巣である。「実を云えば現代
社会はそれ自体一つの偉大なる蟻の社会
に過ぎないのだ。無限に循環して居る巨
大な蟻の巣。而も不思議に出口が殆ど無
いのだ。」

と、ここまでエッセイの文を引用してみ
ると、殆どその後の安部公房の小説や作
劇の世界の要約であるかのように思われ
る。遅くとも、この18歳のときには、既
にして、後年の安部公房の発想の型は、
その比喩も含めて出来上がっているよう
に思われる。このとき、ユ―プケッチャ
という虫も生まれていたに違いない。
従って、箱舟さくら丸も。

さて、その蟻の社会の出口を求める座標
なき判断が、「出口を求める」行為であ
り、「大いなる蟻の巣を輝らす光であ
る」、その方法なのだ。その方法によっ
て自覚的に生れる場所を、安部公房は
「遊歩場」と呼んでいる。安部公房の諸
作品の主人公達が求めた、これは、場所
ではなかろうか。

この場所は、「一定の巾とか、長さ等が
あってはいけないのだ。それは、具体的
な形を持つと同時に或る混沌たる抽象概
念でなければならぬ。」（概念から生―
混沌―へ、生から概念へという思考のプ
ロセスと、そうやって生れる作品のイ
メージと構造）

この場所は、始めにあったものではな
く、「二次的に結果として生じたもの」
（晩年のクレオール論を読んでいるよう
な気がする）であって、その理由によっ
て都市の中から直接その外、郊外に接続
しているものであり、「範囲的」に郊外
地区を通ってゆくものであってはならな
い。それは、何故かというと、市外にあ
る「森や湖の畔に住う人々が、遊歩場を
訪れる事があるからだ。遊歩場は、都会
に住む人々の休息所になると同時に、或
種の交易場ともなるのだ。」（ここのと
ころの原文は、後年の安部公房の小説を
読んでいるような感に捕われる。）

当時安部公房の接して居た直かの社会、
すなわち高等学校は、かくあらねばなら
ない場所だと主張している。勿論、現実
はそうではないといっている。

「それに、現代はそれ以上の事に関して
は、私に沈黙を要求する。結局要は問題
下降の唯一無条件的肯定のみになるので
ある。」当時の「現代」とは戦時下であ
り、対外的、社会的な批判は赦されてい
なかっただろうから、こうして、かくあ
ることを体系的に考える（本当は思弁と
いいたいけれども）ことしか、できな
かったといってるのだ。

このエッセイの中で、同じ試みをした先
人の名前として、ニーチェとドストエフ
スキーの名前が挙げられている。

このエッセイをまとめると以上のように
なります。

次回は、１９歳の安部公房をみたいと思
います。

（＊）思考のためのメモ：交易、交換と
はエロティックな行為である。なぜな
ら、それは互いを未分化の状態におくこ
とになるからだ。

（この稿続く）
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2012年9月8日(土)の京都での関西安部公房オ
フ会の「他人の顔」の読書会の二次会（花園
の王将）で、折角これだけの仲間が集まった
のだから何か安部公房の通信を出してみたら
よいのではないだろうかというつぶやきのよ
うな一言から始まりました。しかし、そもそ
もは、タクランケの安部公房のツイートに
HIROSHI OKADAさんが返信をして下さった
のが切っ掛けです。まさにSNSで生まれた通
信です。安部公房が生きていたらどう思うこ
とでしょう。息の長い通信にしたいと思って
おります。あなたの投稿をお待ちしておりま
す。今後ともご贔屓下さるようお願い申し上
げます

2012年9月30日

差出人 :

安部公房の広場

〒1 8 2 - 0 0 0 3東京都調布市若葉町「閉ざされた無限」
第１号

編集後記

連絡先：eiya.iwata@gmail.com安部公房の広場
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